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内
町
組
大
庄
屋
・
伊
東
家
と
米
屋
町
組
大
庄
屋
・
野
附
家
の
文
書
（
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
所
蔵
）
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
文
中
の
句
読
点
は
筆
者
が
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
湊
町
酒
田
に
と
っ
て
海
運
・
水
運
は
非
常
に
重
要
で
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
が
問
屋
、
船
方
、
丁
持
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
生
活
を
支
え
る
運
賃
が
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
大
き
な
問
題
と
な
り
、
そ
れ
が
次
の
よ
う
に
解
決
に
向
か
っ
た
。（
伊
東
家
文
書
安
永
八
年
御
用
帳
）
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）、
問
屋
・
船
方
・
丁
持
家
業
躰
之
儀
、
近
年
双
方
之
心
得
落
合
不
申
、
時
々
争
論
等
有
之
と
、
問
屋
と
船
方
と
運
送
業
の
丁
持
と
の
間
で
意
見
の
不
一
致
か
ら
時
々
争
論
が
起
き
た
。
そ
れ
で
去
秋
中
よ
り
追
々
申
上
候
處
、
右
者
前
々
よ
り
仕
来
而
已
ニ
而
、
定
書
と
申
も
の
無
之
ニ
付
、
落
合
不
申
事
ニ
可
有
思
召
、
去
年
の
秋
か
ら
酒
田
御
町
奉
行
所
に
申
し
上
げ
て
い
た
と
こ
ろ
、
前
々
（ ） 大庄屋文書から見た酒田の世相（八）
（ ）
よ
り
仕
来
り
だ
け
で
や
っ
て
、
定
書
が
な
い
か
ら
と
い
わ
れ
た
。
そ
れ
で
今
度
、
三
方
共
ニ
委
敷
御
尋
候
上
、
御
定
書
御
渡
被
成
候
、
乍
去
右
家
業
躰
之
細
か
な
る
訳
、
御
役
所
ニ
而
御
存
知
無
候
儀
ニ
御
座
候
間
、
拙
者
共
再
往
厚
く
遂
評
議
、
下
書
仕
、
差
上
候
旨
被
仰
渡
奉
畏
候
、
同
夜
、
最
上
登
並
上
荷
送
等
之
事
共
、
明
細
下
書
仕
差
上
申
候
、
問
屋
・
船
方
・
丁
持
の
三
方
か
ら
く
わ
し
く
き
い
て
御
定
書
が
渡
さ
れ
た
が
、
御
役
所
で
は
右
三
者
の
家
業
の
細
や
か
な
点
が
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
私
共
が
再
び
厚
く
評
議
を
し
、
下
書
き
に
し
て
出
す
よ
う
に
い
わ
れ
た
。
そ
の
夜
の
う
ち
に
最
上
地
方
へ
の
荷
物
運
送
な
ど
を
明
細
に
下
書
き
し
て
差
し
出
し
た
。
三
月
六
日
、
舟
方
・
問
屋
・
丁
持
運
賃
其
他
、
去
年
中
よ
り
定
不
相
済
候
ニ
付
、
三
方
よ
り
書
付
差
出
し
、
三
町
仲
間
差
配
方
・
問
屋
方
罷
出
申
上
候
、
同
十
五
日
、
問
屋
・
舟
方
・
中
岡
両
丁
持
賃
銭
等
定
法
書
御
渡
し
被
成
候
ニ
付
、
惣
代
之
者
頭
役
同
道
致
し
、
御
役
所
へ
差
出
候
處
、
御
逢
被
成
、
被
仰
渡
候
、
尤
、
右
惣
代
之
者
共
へ
神
文
被
仰
付
候
、
此
末
年
々
神
文
被
仰
付
候
筈
、
九
人
共
罷
出
候
、
差
配
方
問
屋
頭
も
罷
出
候
、
右
場
所
江
御
同
心
両
人
罷
出
候
、
御
帳
付
読
い
た
し
候
。
奉
行
所
よ
り
賃
銭
等
御
定
法
書
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
定
書
は
神
文
を
も
っ
て
守
る
こ
と
を
誓
わ
さ
れ
た
。
こ
の
中
に
あ
る
九
人
と
は
三
十
六
人
衆
の
年
寄
役
三
人
と
大
庄
屋
六
人
の
事
で
あ
る
。
さ
ら
に
四
月
、
年
寄
の
上
林
・
鐙
屋
・
加
々
屋
、
酒
田
の
三
町
組
大
庄
屋
で
あ
る
栗
林
・
渡
辺
・
斎
藤
・
伊
東
・
池
田
・
野
附
、
問
屋
頭
の
西
村
恒
蔵
・
松
村
彦
兵
衛
、
船
差
配
の
成
田
此
右
衛
門
・
渡
部
三
兵
衛
・
松
田
五
右
衛
門
よ
り
次
の
書
付
が
御
町
奉
行
所
に
出
さ
れ
た
。
、
尤
、
右
御
定
書
之
渡
、
正
道
之
御
沙
汰
ニ
而
、
片
落
成
ル
義
無
之
、
向
後
此
渡
を
相
守
、
家
業
仕
候
ハ
ハ
、
以
後
争
論
有
御
座
間
敷
義
と
奉
存
候
、
為
其
書
付
ヲ
以
申
上
候
。
渡
さ
れ
た
定
書
は
正
当
で
、
三
者
の
ど
ち
ら
に
も
片
落
ち
し
た
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、
争
論
が
な
く
な
り
、
こ
の
き
ま
り
を
守
っ
て
家
業
を
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
仰
せ
渡
さ
れ
た
賃
銭
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
、
鶴
岡
へ
為
御
登
御
用
物
積
舟
壱
人
乗
壱
艘
此
賃
銭
七
百
五
拾
文
内
弐
百
五
拾
文
船
頭
、
同
五
百
文
水
主
壱
人
弐
人
乗
壱
艘
此
賃
銭
壱
貫
弐
百
五
拾
文
内
弐
百
五
拾
文
船
頭
、
同
壱
貫
文
水
主
弐
人
、
壱
人
五
百
文
ツ
ツ
四
人
乗
壱
艘
此
賃
せ
ん
壱
貫
七
百
五
十
文
内
弐
百
五
拾
文
船
頭
、
同
壱
貫
五
百
文
水
主
三
人
、
壱
人
五
百
文
ツ
ツ
五
人
乗
壱
艘
此
賃
せ
ん
弐
貫
弐
百
五
十
文
内
弐
百
五
十
文
船
頭
、
同
弐
貫
文
水
主
四
人
、
壱
人
五
百
文
ツ
ツ
但
し
十
月
よ
り
二
月
ま
で
五
割
ま
し
賃
銭
一
、
押
切
行
萱
積
舟
賃
せ
ん
右
同
断
一
、
飛
鳥
邊
よ
り
松
山
迄
賃
銭
右
同
断
但
、
右
同
所
よ
り
鶴
岡
へ
積
廻
被
仰
付
候
節
ハ
壱
艘
分
へ
弐
艘
分
之
賃
銭
一
、
大
山
賃
銭
右
同
断
一
、
古
郡
川
賃
銭
右
同
断
一
、
市
条
川
賃
銭
右
同
断
但
、
積
廻
候
義
無
御
座
候
一
、
遊
佐
川
吹
浦
迄
御
用
之
品
上
下
仕
候
是
迄
無
御
座
候
ニ
付
運
賃
付
無
御
座
候
右
者
諸
方
御
用
舟
運
賃
付
如
此
御
座
候
。
同
じ
く
安
永
八
年
亥
四
月
、
問
屋
船
方
町
持
家
業
之
儀
定
書
も
出
さ
れ
た
。
町
持
と
は
丁
持
の
こ
と
で
あ
る
。
一
、
上
荷
賃
御
蔵
米
・
町
米
共
ニ
五
斗
入
壱
俵
ニ
付
、
海
船
迄
五
文
ツ
ツ
、
内
川
ヘ
泊
候
節
ハ
、
泊
銭
弐
文
半
、
合
七
文
半
ニ
而
、
翌
日
元
船
江
送
届
可
申
事
但
、
右
泊
上
荷
之
儀
、
翌
日
も
大
雨
洪
水
ニ
而
、
一
統
通
船
無
之
、
二
夜
泊
候
者
、
次
之
一
夜
分
者
無
賃
銭
、
三
夜
泊
候
者
泊
銭
半
減
、
壱
文
弐
分
五
厘
ニ
而
、
都
合
八
文
七
歩
五
厘
ツ
ツ
拂
ひ
可
申
候
一
、
砂
干
鰯
四
貫
入
壱
俵
上
荷
賃
弐
文
、
簀
干
鰯
ハ
十
六
貫
入
、
右
割
合
ヲ
以
テ
八
文
相
拂
ひ
可
申
候
、
尤
十
六
貫
入
弐
俵
ニ
送
直
し
候
ハ
ハ
、
四
文
宛
拂
ひ
可
申
候
（
以
下
二
十
六
項
目
略
）
右
者
、
何
茂
古
来
よ
り
之
仕
来
ニ
而
、
問
屋
・
船
方
馴
合
無
事
ニ
仕
来
候
事
ニ
候
所
、
近
年
心
得
違
之
者
有
之
、
彼
是
争
論
ニ
及
候
趣
、
申
出
候
間
、
今
度
改
而
申
渡
候
、
向
後
、
問
屋
・
船
方
和
熟
い
た
し
、
旅
人
之
諸
用
無
遅
滞
相
辨
シ
候
様
、
可
承
候
、
若
、
前
條
之
定
相
背
等
ニ
於
て
ハ
、
可
為
曲
事
も
の
也
。
（ ） 大庄屋文書から見た酒田の世相（八）
（ ）
前
記
の
藩
の
米
等
の
運
送
賃
を
定
め
た
諸
方
舟
運
賃
と
異
な
り
、
一
般
の
商
品
運
送
の
舟
賃
で
あ
る
。
こ
れ
は
古
来
か
ら
問
屋
と
船
方
が
合
意
の
上
で
船
荷
賃
を
決
め
て
い
た
の
が
、
近
年
心
得
違
い
の
者
が
出
て
き
た
こ
と
か
ら
争
論
と
な
っ
た
。
こ
の
度
、
改
め
て
申
し
渡
す
の
で
、
問
屋
と
船
方
が
仲
良
く
し
、
利
用
者
の
用
を
遅
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
も
し
違
反
し
た
場
合
は
罰
す
る
と
い
う
も
の
で
、
役
所
・
惣
問
屋
・
惣
船
方
の
名
で
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
安
永
八
年
亥
四
月
、
役
所
・
両
丁
持
の
名
で
次
ぎ
の
定
書
が
出
さ
れ
た
。
両
丁
持
と
は
中
丁
持
と
岡
丁
持
の
こ
と
で
あ
る
。
一
、
丁
持
賃
銭
之
儀
、
古
来
よ
り
定
之
通
急
度
相
守
可
申
候
、
彼
是
難
渋
を
申
懸
、
問
屋
・
旅
人
之
諸
用
為
滞
申
間
敷
事
（
二
項
目
略
）
一
、
簀
干
鰯
上
下
両
濱
よ
り
小
船
ニ
而
、
積
送
候
分
、
拾
貫
入
壱
俵
ニ
付
六
文
ツ
ツ
岡
丁
持
請
取
可
申
候
、
蔵
入
之
分
ハ
是
迄
之
通
、
問
屋
組
丁
持
為
取
可
申
候
、
問
屋
蔵
よ
り
問
屋
蔵
江
入
持
越
候
節
ハ
組
丁
持
支
配
、
問
屋
蔵
よ
り
商
人
江
相
渡
り
候
節
、
岡
丁
持
支
配
可
致
候
事
、
右
者
先
年
定
書
之
外
ニ
候
間
、
今
度
改
而
申
渡
者
也
。
前
か
ら
あ
っ
た
丁
持
定
書
へ
の
追
加
項
目
で
あ
る
。
岡
丁
持
と
は
陸
上
だ
け
の
運
送
に
従
事
す
る
者
で
あ
る
が
、
中
丁
持
と
は
こ
れ
に
よ
る
と
問
屋
専
属
（
問
屋
組
丁
持
）
の
丁
持
の
よ
う
で
あ
る
。
一
般
に
酒
田
で
は
岡
丁
持
、
他
に
新
井
田
蔵
な
ど
の
御
蔵
の
米
を
運
ぶ
御
蔵
付
の
丁
持
が
お
り
、
御
蔵
丁
持
と
い
っ
て
い
る
。
中
丁
持
は
御
蔵
丁
持
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
こ
こ
で
も
古
来
か
ら
の
定
書
を
守
る
よ
う
厳
命
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
岡
丁
持
と
中
丁
持
と
の
間
に
、
運
送
分
担
で
争
い
と
な
っ
た
も
の
か
、
追
加
と
し
て
、
蔵
入
れ
や
蔵
か
ら
蔵
へ
の
移
送
は
問
屋
組
丁
持
、
問
屋
か
ら
商
人
に
渡
す
場
合
は
岡
丁
持
が
支
配
す
る
と
定
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
同
年
同
月
、
問
屋
惣
代
酒
屋
長
左
衛
門
・
渡
辺
五
兵
衛
・
山
崎
屋
治
助
、
次
は
文
が
摩
滅
し
て
不
鮮
明
で
あ
る
が
船
方
惣
代
の
当
番
役
と
思
わ
れ
る
伊
兵
衛
等
二
名
、
中
丁
持
惣
代
彦
三
郎
・
治
郎
兵
衛
、
岡
丁
持
惣
代
長
之
助
・
十
郎
（
一
字
不
鮮
明
）
か
ら
、
右
血
判
と
記
さ
れ
た
次
の
起
證
之
事
が
出
さ
れ
て
い
る
。
今
度
、
拙
者
共
家
業
方
之
儀
、
御
定
書
を
以
被
仰
渡
奉
畏
候
、
以
来
右
御
定
書
之
通
、
急
度
相
守
、
旅
人
之
諸
用
無
遅
滞
、
相
辨
候
様
相
勵
可
申
事
、
右
之
趣
、
於
相
背
者
、
敬
白
上
者
、
梵
天
帝
釈
、（
以
下
、
神
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
が
略
）、
山
王
廿
一
社
、
富
士
権
現
之
可
蒙
神
罰
者
也
、
依
起
證
文
如
件
。
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
寅
二
月
、
酒
田
三
組
大
庄
屋
の
野
附
七
郎
兵
衛
・
佐
竹
弥
右
衛
門
・
渡
辺
隼
人
、
酒
田
町
年
寄
の
鐙
谷
惣
右
衛
門
か
ら
御
町
奉
行
所
に
、
右
者
、
去
丑
正
月
よ
り
十
二
月
迄
、
酒
田
御
町
五
拾
九
人
江
、
被
下
置
候
御
扶
持
方
並
御
手
擬
米
御
蔵
米
金
銭
御
手
擬
之
分
、
如
此
御
座
候
已
上
が
出
さ
れ
た
（
伊
東
家
文
書
御
用
帳
）。
天
保
十
二
年
正
月
か
ら
十
二
月
迄
に
支
給
さ
れ
た
扶
持
・
御
手
擬
と
そ
の
名
前
で
あ
る
。
百
四
拾
八
人
分
は
、
酒
田
御
町
弐
拾
五
人
江
、
被
下
置
候
御
扶
持
方
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
五
人
白
崎
五
右
衛
門
、
拾
人
上
林
勇
右
衛
門
、
拾
人
二
木
與
助
、
拾
五
人
鐙
谷
惣
右
衛
門
、
白
崎
は
年
寄
格
、
上
林
・
二
木
・
鐙
谷
は
三
十
六
人
衆
の
年
寄
で
あ
る
。
外
に
三
十
六
人
衆
・
大
庄
屋
・
豪
商
・
医
者
・
御
用
職
人
な
ど
で
、
弐
人
本
間
信
十
郎
、
五
人
本
間
健
次
郎
、
三
拾
五
人
本
間
正
七
郎
（
本
間
家
当
主
）、
十
人
斎
藤
平
内
、
七
人
須
田
幸
吉
、
五
人
村
山
与
四
兵
衛
、
七
人
上
林
源
蔵
、
五
人
須
階
玄
益
、
三
人
桜
井
道
秀
、
弐
人
白
畑
吉
郎
右
衛
門
、
弐
人
池
田
七
郎
兵
衛
、
五
人
津
国
や
太
八
郎
、
三
人
・
内
壱
人
生
涯
渡
部
五
兵
衛
、
五
人
大
沼
平
八
、
壱
人
杉
原
伊
兵
衛
、
弐
人
唐
仁
屋
藤
十
郎
、
壱
人
青
塚
や
治
郎
右
衛
門
、
弐
人
本
間
与
惣
治
（
大
工
頭
）、
壱
人
升
川
や
勘
三
郎
、
弐
人
御
鉄
炮
修
覆
師
・
但
御
鉄
炮
寸
志
勤
中
金
七
、
三
人
馬
医
四
郎
兵
衛
小
以
百
四
拾
八
人
内
三
人
生
涯
並
勤
中
被
下
置
候
分
。
（ ） 大庄屋文書から見た酒田の世相（八）
（ ）
次
は
米
弐
百
六
拾
三
俵
御
手
擬
被
下
置
高
で
あ
る
。
五
俵
・
但
生
涯
白
崎
五
右
衛
門
、
七
拾
俵
本
間
正
七
郎
、
七
俵
渡
辺
隼
人
、
七
俵
栗
林
信
右
衛
門
、
五
拾
俵
年
寄
大
庄
屋
拾
人
江
、
七
拾
俵
地
主
作
右
衛
門
、
廿
俵
板
屋
徳
次
郎
、
四
俵
目
明
四
人
、
拾
俵
大
工
頭
本
間
与
惣
治
、
五
俵
・
但
生
涯
青
塚
治
郎
左
衛
門
、
三
俵
・
但
生
涯
小
山
屋
八
右
衛
門
、
三
俵
・
右
同
断
大
工
町
半
兵
衛
、
弐
俵
薬
種
や
安
右
衛
門
、
弐
俵
・
但
生
涯
問
屋
新
助
、
弐
俵
・
右
同
断
塗
師
や
軽
助
、
弐
俵
・
右
同
断
今
町
弥
兵
衛
、
壱
俵
・
右
同
断
舟
場
丁
甚
右
衛
門
小
以
弐
百
六
拾
三
俵
内
廿
五
俵
生
涯
被
下
置
候
分
。
次
は
一
、
金
拾
八
両
弐
歩
御
給
金
並
御
手
擬
被
下
候
金
高
と
一
、
銭
三
十
七
貫
三
百
文
で
あ
る
。
弐
貫
五
百
文
・
但
他
所
諸
職
人
改
役
被
仰
付
御
手
擬
、
外
ニ
下
作
料
五
十
文
大
工
頭
本
間
与
惣
治
、
金
弐
両
目
明
四
人
江
被
下
置
候
、
同
八
両
越
中
屋
弥
次
兵
衛
、
同
壱
両
弐
歩
馬
醫
四
郎
兵
衛
、
同
四
両
御
米
置
場
惣
兵
衛
、
銭
六
貫
文
御
足
軽
目
付
休
息
宿
猟
師
町
藤
右
衛
門
、
同
廿
八
貫
八
百
文
酒
田
川
江
案
内
番
船
十
弐
人
江
被
下
置
候
御
給
金
、
但
壱
人
ニ
付
弐
貫
四
百
文
小
以
金
拾
五
両
弐
歩
銭
三
拾
七
貫
三
百
文
。
金
の
合
計
が
十
五
両
二
歩
と
十
八
両
二
歩
と
あ
る
が
、
そ
の
差
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
酒
田
川
は
最
上
川
の
こ
と
で
あ
る
。
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
十
一
月
、
金
主
願
主
・
五
ノ
丁
勝
次
郎
、
山
師
・
染
屋
小
路
理
助
、
肝
煎
・
清
助
か
ら
荒
瀬
郷
青
沢
村
地
方
と
狩
川
通
瀬
場
村
地
方
で
の
次
の
よ
う
な
銀
の
発
掘
願
い
が
酒
田
町
年
寄
と
大
庄
屋
に
出
さ
れ
た
。
自
分
た
ち
は
数
年
来
、
藩
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
心
掛
け
て
き
た
し
、
理
助
は
金
山
掘
り
に
巧
み
で
、
銀
が
出
れ
ば
藩
の
た
め
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
私
儀
乍
不
及
、
御
為
筋
相
働
申
度
、
乍
恐
数
年
来
心
懸
罷
在
、
理
助
儀
ハ
近
邊
之
儀
心
安
噺
合
仕
罷
在
候
所
、
同
人
金
山
伐
開
方
功
者
之
者
ニ
而
、
荒
瀬
郷
嶋
田
組
青
沢
村
地
方
字
亀
倉
、
狩
川
通
清
川
組
瀬
場
村
地
方
字
寺
沢
、
両
所
共
宜
銀
山
ニ
可
相
成
見
込
有
之
、
亀
倉
山
之
儀
ハ
道
筋
も
顕
レ
居
、
銀
鉱
之
山
ニ
ハ
相
違
も
有
之
間
敷
と
し
、
銀
山
は
有
望
で
あ
り
、
さ
ら
に
銀
が
出
る
ま
で
の
諸
経
費
は
自
分
持
ち
で
、
少
し
も
借
用
は
願
わ
な
い
と
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
諸
入
用
之
儀
ハ
出
銀
ニ
相
成
候
迄
、
私
手
元
よ
り
差
出
、
弥
借
等
不
奉
願
。
見
込
み
通
り
、
銀
が
出
た
場
合
は
、
諸
国
の
割
合
で
上
納
し
、
雇
賃
な
ど
は
役
人
に
届
け
る
と
し
、
弥
見
込
之
通
、
出
銀
御
座
候
上
ハ
、
上
納
金
ハ
諸
国
御
振
合
之
通
、
上
納
可
仕
候
、
金
掘
雇
賃
其
外
入
用
之
儀
ハ
、
其
時
之
御
役
人
中
江
御
届
申
上
置
（
中
略
）、
過
分
之
出
銀
御
座
候
共
、
不
残
上
納
仕
度
奉
存
候
。
し
か
し
金
山
掘
り
に
は
よ
そ
者
を
使
用
す
る
の
で
、
藩
の
威
光
が
な
け
れ
ば
成
功
し
な
い
こ
と
、
万
一
、
必
要
経
費
分
の
銀
が
出
な
く
と
も
、
藩
に
少
し
も
お
願
い
す
る
こ
と
は
し
な
い
と
し
、
尤
金
山
之
儀
ハ
他
所
者
相
雇
候
仕
事
ニ
御
座
候
ヘ
ハ
、
万
端
御
威
光
ニ
無
御
座
候
而
ハ
、
成
就
ニ
至
兼
候
儀
ニ
御
座
候
間
、
乍
憚
御
仕
入
山
之
思
召
を
以
、
御
差
図
被
成
下
度
奉
存
候
、
万
々
一
、
見
込
之
通
出
銀
無
、
諸
入
用
丈
も
生
シ
方
無
御
座
候
共
、
彼
是
願
ケ
間
敷
儀
等
、
決
而
不
奉
申
上
候
間
、
願
之
通
、
同
掘
仰
付
被
下
置
候
ハ
ハ
、
難
有
仕
合
奉
存
候
已
上
。さら
に
両
人
か
ら
は
、
許
可
さ
れ
た
場
合
、
亀
倉
と
寺
沢
を
同
時
に
取
り
か
か
る
の
で
は
締
方
行
届
兼
ね
る
の
で
、
明
年
三
月
か
ら
亀
倉
に
取
り
か
か
り
、
寺
沢
は
そ
の
後
に
し
、
開
発
の
心
掛
け
と
願
い
九
項
目
を
覚
と
し
て
提
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
三
項
目
だ
け
紹
介
し
た
い
。
一
、
青
沢
村
よ
り
雇
相
願
候
節
ハ
、
相
当
之
賃
銭
を
以
相
願
申
度
奉
存
候
、
青
沢
村
斗
ニ
而
、
雇
不
足
之
節
ハ
、
近
在
よ
り
も
相
雇
申
度
奉
存
候
。
青
沢
村
よ
り
雇
人
を
要
請
さ
れ
た
時
は
相
当
の
賃
銭
で
雇
い
、
近
在
か
ら
も
受
け
入
れ
る
。
一
、
金
掘
雇
ハ
他
所
者
ニ
御
座
候
ヘ
ハ
、
当
冬
よ
り
呼
寄
、
及
手
配
申
度
奉
存
候
ニ
付
、
旅
籠
屋
又
ハ
私
共
方
江
止
宿
候
節
ハ
、
御
届
可
申
上
候
間
、
逗
留
為
致
候
ニ
も
宜
様
奉
願
候
。
他
所
者
の
雇
人
の
逗
留
願
い
で
あ
る
。
（ ） 大庄屋文書から見た酒田の世相（八）
（ ）
一
、
他
所
者
数
人
相
雇
候
儀
ニ
付
、
大
勢
之
内
、
心
得
違
之
者
、
有
之
間
敷
ニ
も
無
御
座
候
ニ
付
、
御
締
方
之
儀
ハ
、
何
分
被
仰
付
被
成
下
度
奉
存
候
。
他
所
者
の
雇
人
の
中
に
は
心
得
違
い
の
者
も
い
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
そ
の
取
締
り
を
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。
十
一
月
六
日
、
酒
田
御
町
奉
行
・
小
川
渡
大
夫
か
ら
秋
保
与
右
衛
門
・
辻
順
治
等
五
名
の
郡
代
に
、
両
人
の
願
書
を
家
老
へ
伝
え
、
そ
の
指
図
を
受
け
た
い
と
し
て
、
次
ぎ
の
書
を
出
し
て
い
る
。
村
継
を
以
得
御
意
候
、
五
ノ
丁
勝
次
郎
・
染
屋
小
路
理
助
両
人
之
者
、
荒
瀬
郷
嶋
田
組
青
沢
村
地
方
字
亀
倉
・
狩
川
通
清
川
組
瀬
場
村
地
方
字
寺
沢
、
右
両
所
金
山
開
掘
之
儀
、
別
紙
差
添
願
書
指
出
候
間
、
側
右
両
通
差
遣
、
懸
御
目
、
委
細
ハ
右
書
付
ニ
相
見
候
間
、
文
略
い
た
し
候
、
御
家
老
中
江
宜
被
仰
上
度
、
右
御
願
可
得
御
意
如
此
御
座
候
以
上
。
十
一
月
十
七
日
、
五
名
の
郡
代
か
ら
酒
田
町
奉
行
の
小
川
に
、
家
老
の
許
可
が
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
。
右
御
紙
面
之
趣
、
致
承
知
、
御
家
老
中
江
申
上
候
所
、
勝
次
郎
・
理
助
願
之
通
、
両
所
共
開
掘
被
仰
付
候
。
し
か
し
、
次
ぎ
の
よ
う
な
条
件
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
一
、
金
掘
雇
ハ
他
所
者
ニ
付
、
両
名
よ
り
呼
寄
、
手
配
い
た
し
度
右
ニ
付
、
旅
籠
屋
、
又
ハ
願
人
共
方
江
止
宿
之
節
、
逗
留
為
致
度
旨
、
右
ハ
旅
籠
屋
之
外
ニ
而
も
職
体
ニ
寄
、
是
迄
他
所
者
止
宿
為
致
候
振
合
も
有
之
候
ハ
ハ
、
申
立
候
通
御
申
付
、
雇
方
御
締
向
之
儀
ハ
、
宜
御
沙
汰
可
被
成
、
被
仰
聞
候
。
よ
そ
者
の
止
宿
の
場
合
、
旅
籠
屋
以
外
の
場
所
で
あ
っ
て
も
、
制
限
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
考
え
て
、
雇
主
が
よ
く
取
り
締
ま
る
よ
う
に
言
い
聞
か
せ
る
こ
と
。
一
、
亀
倉
・
寺
沢
両
所
願
出
候
内
、
亀
倉
江
者
来
春
よ
り
取
掛
、
寺
沢
取
掛
之
儀
ハ
、
追
而
可
申
出
旨
御
聞
置
候
一
、
右
両
條
之
外
七
ケ
條
ハ
御
沙
汰
之
上
、
追
而
可
得
御
意
候
右
之
趣
、
勝
次
郎
・
理
助
江
御
申
達
可
被
成
候
。（
伊
東
家
文
書
天
保
十
二
年
三
年
御
用
控
）。
亀
倉
は
来
春
か
ら
許
可
、
寺
沢
に
取
り
か
か
る
時
に
改
め
て
申
し
出
る
こ
と
。
金
掘
り
願
い
九
項
目
の
内
、
七
項
目
は
さ
ら
に
の
ち
ほ
ど
指
図
を
受
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
勝
次
郎
の
金
鉱
発
掘
願
い
は
聞
き
届
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
、
青
沢
地
区
で
着
手
し
た
か
の
記
録
は
な
い
。
瀬
場
地
区
で
は
前
々
か
ら
砂
金
掘
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
が
（
立
川
町
史
）、
理
助
が
実
際
に
発
掘
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
ア
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
）、
一
家
四
人
の
行
方
不
明
事
件
が
起
き
た
。
二
月
九
日
、
筑
後
町
肝
煎
・
長
吉
か
ら
米
屋
町
組
大
庄
屋
二
人
に
、
七
日
に
彦
次
郎
が
家
出
、
八
日
に
は
そ
の
女
房
が
い
な
く
な
っ
て
い
る
と
、
次
ぎ
の
御
尋
ニ
付
口
上
書
を
以
、
申
上
候
が
提
出
さ
れ
た
。
拙
者
支
配
筑
後
町
彦
次
郎
儀
、
当
七
日
家
出
仕
、
今
以
罷
帰
不
申
候
ニ
付
、
其
節
御
届
申
上
候
処
、
尋
出
候
様
被
仰
付
、
親
類
や
五
人
組
で
探
し
回
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
次
の
情
報
が
入
っ
た
。
昨
日
、
組
内
之
者
申
聞
候
ハ
、
彦
次
郎
女
房
朝
飯
後
迄
居
候
得
共
、
其
後
は
居
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
親
類
に
で
も
居
る
の
で
は
な
い
か
探
し
て
み
る
よ
う
仰
せ
付
け
ら
れ
、
今
朝
ま
で
五
人
組
で
探
し
た
が
、
両
人
共
居
不
申
で
あ
っ
た
。
二
月
十
一
日
、
彦
次
郎
弟
・
小
太
郎
、
同
親
類
・
彦
兵
衛
、
五
人
組
・
三
五
郎
外
五
名
、
肝
煎
か
ら
大
庄
屋
二
名
に
米
屋
町
組
筑
後
町
彦
次
郎
母
、
同
人
妻
子
共
、
無
行
衛
ニ
罷
成
申
候
付
、
人
相
衣
類
書
を
以
、
申
上
候
が
出
さ
れ
た
。
母
、
妻
子
の
行
方
不
明
届
け
で
あ
る
。
一
、
年
五
十
八
、
背
高
の
方
、
中
肉
色
黒
、
顔
面
長
、
眼
鼻
平
常
体
、
髪
薄
キ
方
一
、
木
綿
継
々
袷
壱
ツ
一
、
木
綿
切
帯
壱
筋
一
、
木
綿
切
踏
込
壱
ツ
一
、
破
レ
合
利
壱
ツ
同
人
女
房
人
相
衣
類
書
一
、
年
廿
六
、
中
背
丸
顔
、
眉
毛
眼
鼻
口
平
常
体
、
髪
薄
の
方
一
、
切
た
し
こ
き
ん
壱
ツ
一
、
切
々
古
帯
壱
筋
同
人
子
彦
助
人
相
書
一
、
年
二
才
、
丸
顔
色
白
一
、
木
綿
切
肌
子
壱
ツ
右
彦
次
郎
儀
、
御
尋
之
筋
御
座
候
所
、
同
月
七
日
与
風
家
出
仕
、
行
衛
相
知
不
申
候
付
、
親
類
五
人
組
之
者
、
尋
出
候
様
被
仰
付
候
所
、
翌
八
日
四
ツ
時
頃
よ
り
妻
子
之
者
も
与
風
家
出
仕
候
付
、
猶
又
入
念
尋
出
候
様
被
仰
付
候
付
、
親
類
並
五
人
組
申
合
、
大
山
・
松
山
・
羽
黒
領
其
外
所
々
手
分
仕
、
入
念
相
尋
申
候
得
共
、
彦
次
郎
・
母
・
妻
子
共
、
今
以
、
行
衛
相
知
不
申
候
、
依
之
、
人
相
衣
類
書
付
を
以
、
御
届
申
上
候
以
上
。（
野
附
家
文
書
寛
政
二
年
御
用
控
）
（ ） 大庄屋文書から見た酒田の世相（八）
（ ）
彦
次
郎
は
罪
を
犯
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
調
べ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
逃
走
。
そ
れ
を
探
し
て
い
る
時
に
、
母
・
妻
子
共
逃
走
し
た
も
の
。
そ
の
後
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
彦
次
郎
に
弟
・
小
太
郎
が
お
り
、
当
時
、
同
町
傳
兵
衛
と
申
者
へ
奉
公
仕
居
、
彦
次
郎
の
家
は
明
家
ニ
相
成
と
記
さ
れ
て
い
る
。
イ
、
寛
政
三
年
、
兄
が
妹
を
郡
山
に
連
れ
て
行
き
、
売
り
渡
し
た
が
、
妹
は
逃
げ
て
、
江
戸
の
庄
内
藩
邸
に
逃
げ
込
ん
だ
事
件
で
あ
る
。
九
月
十
四
日
、
山
王
道
町
六
之
助
と
申
者
、
御
尋
之
筋
在
之
候
而
、
明
日
同
道
罷
出
候
様
被
仰
付
、
尤
大
工
六
兵
衛
伜
六
之
助
ニ
被
仰
付
候
趣
、
半
内
方
よ
り
申
来
候
、
山
王
道
（
堂
）
町
大
工
六
兵
衛
の
伜
六
之
助
へ
の
出
頭
命
令
が
出
た
。
九
月
十
五
日
、
段
々
山
王
堂
町
相
尋
候
得
共
、
大
工
六
兵
衛
と
申
者
無
御
座
、
日
雇
取
ニ
六
兵
衛
と
申
者
有
之
、
其
者
之
伜
ニ
六
之
助
と
申
者
有
之
候
趣
申
出
候
間
、
其
段
御
伺
申
上
候
処
、
右
之
者
同
道
い
た
し
候
様
、
被
仰
付
候
、
勿
論
御
祝
儀
日
御
座
候
間
、
明
十
六
日
同
道
い
た
し
候
様
、
被
仰
付
候
、
大
庄
屋
・
野
附
に
何
か
祝
儀
事
が
あ
っ
て
、
出
頭
が
次
の
日
に
延
期
さ
れ
た
も
の
か
。
同
十
六
日
、
山
王
堂
町
六
之
助
、
御
役
所
江
同
道
い
た
し
罷
出
候
処
、
妹
き
の
と
申
女
、
江
戸
表
御
屋
敷
へ
掛
込
候
ニ
付
、
御
吟
味
被
仰
付
候
処
、
傳
馬
町
風
呂
や
召
仕
・
五
郎
兵
衛
兄
六
之
助
同
道
い
た
し
、
郡
山
へ
売
付
候
よ
し
、
申
上
候
ニ
付
、
風
呂
や
御
糺
し
た
が
、
召
仕
に
五
郎
兵
衛
は
な
く
、
六
之
助
は
夏
か
ら
筑
後
町
に
借
宅
し
て
い
る
小
市
郎
の
名
を
出
し
た
。
小
市
郎
は
こ
の
事
件
に
ど
ん
な
か
か
わ
り
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
小
市
郎
は
無
宿
宿
に
入
れ
ら
れ
、
そ
の
番
は
筑
後
町
か
ら
出
す
よ
う
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
小
市
郎
口
書
御
読
渡
ニ
付
、
野
附
が
御
役
所
へ
相
詰
申
候
。
そ
の
後
入
牢
と
な
り
小
市
郎
牢
扶
持
之
儀
、
親
類
共
よ
り
相
続
候
様
、
被
仰
付
候
と
、
小
市
郎
の
牢
中
で
の
食
事
の
経
費
は
親
類
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
十
七
日
、
六
之
助
は
組
預
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
が
、
船
乗
り
家
業
が
多
い
町
で
普
請
用
の
石
運
送
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
か
、
組
預
か
り
で
な
く
、
親
類
に
番
し
て
も
ら
う
よ
う
次
ぎ
の
よ
う
に
願
い
出
て
い
る
。
此
節
、
石
取
御
用
ニ
付
、
組
内
之
者
、
一
向
居
当
り
な
し
ニ
付
、
親
類
立
合
番
い
た
し
候
様
、
被
仰
付
被
下
度
旨
、
御
願
申
上
候
而
、
其
通
被
仰
付
候
。
十
月
朔
日
、
六
之
助
妹
き
の
、
親
類
共
同
道
召
連
候
様
、
被
仰
付
候
間
、
召
連
罷
出
申
候
處
、
御
吟
味
被
仰
付
候
。
同
二
日
、
口
書
御
読
渡
ニ
付
、
右
き
の
同
道
、
御
役
所
へ
罷
出
申
候
。
口
書
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
兄
が
妹
を
売
っ
た
理
由
も
、
郡
山
か
ら
江
戸
藩
邸
に
逃
げ
込
ん
だ
き
の
が
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
の
か
も
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
大
庄
屋
の
野
附
が
こ
の
事
件
の
責
任
を
問
わ
れ
た
も
の
か
、
十
月
朔
日
に
猶
又
、
半
内
方
よ
り
飛
脚
参
り
、
鶴
岡
表
首
尾
能
様
子
相
知
ら
せ
呉
候
、
昨
廿
九
日
御
奉
行
所
へ
差
控
書
差
上
候
所
、
私
用
慎
罷
在
候
様
、
被
仰
付
候
と
、
謹
慎
と
な
っ
た
が
、
十
月
二
日
、
私
用
慎
御
免
被
仰
付
候
と
、
形
式
的
な
処
分
の
よ
う
で
あ
る
。（
野
附
家
文
書
寛
政
三
年
御
用
控
）
ウ
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）、
女
房
へ
の
乱
暴
事
件
で
あ
る
。
筑
後
町
藤
四
郎
儀
、
当
五
月
廿
日
之
夜
、
役
所
脇
肴
町
末
ニ
而
、
女
を
捕
へ
、
打
叩
致
し
候
段
、
役
所
近
所
を
も
不
憚
、
且
夜
中
右
躰
之
始
抹
不
埓
ニ
被
思
召
、
急
度
慎
被
仰
付
候
ニ
付
、
委
細
相
糺
候
所
。
女
が
男
か
ら
捕
ま
え
ら
れ
、
打
ち
叩
か
れ
た
。
女
が
乱
暴
さ
れ
た
よ
り
も
、
そ
の
場
所
が
酒
田
町
奉
行
所
に
接
す
る
肴
町
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
夜
中
に
騒
ぎ
を
起
こ
し
た
事
が
役
所
か
ら
問
題
と
さ
れ
、
謹
慎
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
事
と
な
り
、
さ
ら
に
事
件
が
く
わ
し
く
究
明
さ
れ
た
。
右
女
者
、
最
上
よ
り
連
参
候
女
房
之
由
、
乍
去
当
時
家
も
無
之
、
屋
敷
の
ミ
ニ
有
之
、
当
人
者
知
合
之
所
々
徘
徊
致
し
候
も
の
ニ
付
、
親
類
預
ケ
之
儀
被
仰
付
候
所
、
是
又
御
町
方
親
類
無
之
、
尤
二
、
三
軒
有
之
由
ニ
候
へ
共
、
い
つ
れ
も
郷
中
之
由
。
女
は
最
上
か
ら
連
れ
て
き
た
女
房
で
あ
る
。
藤
四
郎
は
筑
後
町
に
屋
敷
は
あ
る
が
家
は
な
く
、
知
人
の
所
を
転
々
と
し
て
い
た
。
そ
の
間
、
女
房
は
ど
う
や
っ
て
い
た
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
親
類
預
か
り
と
な
っ
た
も
の
の
、
郷
中
に
は
二
、
三
の
親
類
は
あ
る
が
、
酒
田
町
に
は
な
い
。
右
ニ
付
、
手
鎖
之
上
、
組
内
ニ
御
預
ケ
ニ
相
成
右
五
月
廿
一
日
七
ツ
時
頃
申
付
ル
。
二
十
日
夜
の
事
件
が
、
二
十
一
日
に
は
処
分
が
決
ま
っ
て
い
る
。
親
類
が
町
に
い
な
い
た
め
手
鎖
を
か
け
ら
れ
、
組
預
か
り
と
な
っ
た
。
し
か
も
微
罪
と
認
め
ら
れ
た
た
め
か
、
右
藤
四
郎
儀
、
廿
四
日
手
鎖
御
免
、
昼
頃
相
達
ス
。
手
鎖
御
免
と
な
っ
た
藤
四
郎
は
、
同
年
十
月
に
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
親
類
・
荒
瀬
郷
下
安
田
村
嘉
七
、
五
人
組
・
利
助
等
四
名
、
肝
煎
・
利
助
か
ら
米
屋
町
組
・
内
町
組
の
大
庄
屋
の
佐
竹
・
野
附
・
池
田
に
酒
田
米
屋
町
組
筑
後
町
留
治
事
、
藤
四
郎
儀
、
先
月
廿
六
日
無
行
衛
（ ） 大庄屋文書から見た酒田の世相（八）
（ ）
ニ
罷
成
候
ニ
付
、
人
相
衣
類
書
ヲ
以
奉
願
候
が
提
出
さ
れ
た
。
留
治
の
脇
に
朱
で
家
名
と
あ
る
。
一
、
年
二
拾
六
歳
、
背
高
、
中
肉
、
丸
顔
色
白
、
髪
薄
、
眼
耳
口
常
躰
、
鼻
筋
通
一
、
木
綿
藍
嶋
古
綿
入
壱
ツ
右
藤
四
郎
（
脇
に
朱
で
留
治
）
儀
、
先
月
中
迄
狩
川
組
小
真
木
村
伴
蔵
方
へ
罷
在
候
ニ
付
、
用
事
有
之
、
人
差
遣
候
處
、
同
廿
六
日
よ
り
何
方
ニ
罷
出
候
哉
、
行
衛
相
知
不
申
候
（
野
附
家
文
書
天
保
三
年
御
用
帳
）、
知
合
心
付
之
所
を
探
し
、
親
類
・
五
人
組
で
手
分
け
し
、
大
山
・
松
山
・
羽
黒
領
ま
で
も
探
し
た
が
、
居
所
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
エ
、
事
件
で
は
な
い
が
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
酒
田
惣
肝
煎
か
ら
三
町
組
月
番
四
名
宛
に
乍
恐
以
書
付
奉
願
候
が
出
さ
れ
た
。
近
年
、
町
方
が
儲
け
が
な
く
、
そ
れ
に
米
価
が
高
騰
し
、
特
に
貧
し
い
者
は
暮
方
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
し
て
、
酒
田
港
か
ら
の
地
元
米
・
雑
穀
の
他
国
移
出
禁
止
の
お
願
い
で
あ
る
。
御
町
方
近
年
打
続
家
業
方
不
儲
ニ
付
、
難
儀
仕
罷
有
之
所
、
当
春
中
よ
り
段
々
米
穀
高
値
ニ
罷
成
、
暮
方
甚
難
渋
仕
候
、
軽
キ
者
ハ
一
日
一
日
之
暮
方
も
相
続
仕
兼
候
程
之
儀
ニ
御
座
候
、
依
之
奉
願
候
、
何
卒
以
御
慈
悲
、
内
米
雑
穀
と
も
沖
出
御
停
止
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ハ
、
御
町
方
之
者
共
一
統
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
。
御
役
所
に
年
寄
・
大
庄
屋
の
月
番
が
集
ま
り
、
評
議
い
た
し
所
、
不
宜
之
よ
し
御
帳
付
様
被
申
候
間
、
書
付
ハ
相
返
し
候
（
野
附
家
文
書
明
和
四
年
御
用
控
帳
）
と
、
奉
行
所
役
人
で
あ
る
帳
付
の
反
対
に
よ
り
願
い
は
却
下
さ
れ
た
。
